
十
月
六
日
（
土
）
に

向
台
小
と
桃
園
小
生
徒

と
父
兄
、
七
町
会
の
町

会
長
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
総
勢

六
六
名
の
参
加
を
得
て

植
樹
体
験
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
朝
早

く
集
合
し
、
海
の
森
公

園
予
定
地
に
八
時
半
頃

到
着
し
ま
し
た
。
早
速

植
樹
予
定
地
に
ま
で
徒

歩
十
五
分
程
か
け
て
受

付
に
着
く
と
、
用
意
さ

れ
た
ス
コ
ッ
プ
等
を
受

取
り
指
定
さ
れ
た
場
所

に
移
動
し
、
ま
ず
植
樹

方

法
等
を

教

え
て
貰

い

、
作
業

を

開
始
。

七

七
一
本

の

木
を
全

員

で
協
力

し

て
一
時

間

弱
で
植

樹

を
完
了

し
ま
し
た
。

植
え
た
苗
木
が
森
に
な
る
迄

三
十
～
五
十
年
の
年
月
が
か

か
る
遠
大
な
計
画
で
す
が
、

町
会
関
係
者
は
子
や
孫
の
為
の
植
樹

と
言
う
こ
と
で
強
く
意
義
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

「
海
の
森
苗
木
作
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

は
弥
生
地
区
町
会
連
合
会
の
主
催
事

業
で
す
が
、
今
年
度
の
東
京
都
地
域

の
底
力
事
業
助
成
に
応
募
し
、
十
月

二
日
に
正
式
に
助
成
事
業
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
弥
生
地
区
町
会
連

合
会
と
地
元
の
小
学
校
二
校
が
協
力

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
に

よ
り
、
み
ん
な
が
「
命
の
大
切
さ
を

自
覚
」
「
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
」

を
図
る
こ

と

が
出
来
る

こ

と
。
更
に

は

住
民
・
児
童
・

父
兄
の
共

同

作
業
を
通

じ

て
「
地
域
の

活
性
化
に
繋

が
る
事
」
等

が
評
価
さ
れ

て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

弥
栄
会
（
注
）
と
運
営
委
員
会
と

の
共
催
で
「
み
ん
な
で
歌
お
う
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
の
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
奏
者
の
伴
奏
で
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
た
唄
を
歌
い
ま
す
。
大
き
な
声

で
唄
う
こ
と
は
心
身
の
健
康
増
進
に

非
常
に
役
立
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

是
非
大
勢
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

☆
日
時

十
一
月
九
日
（
金
）
午
後

二
時
～

☆
場
所
弥
生
区
民
活
動
セ

ン
タ
ー
三
階
。

（
注
）
現
中
野
生

涯
学
習
大
学
の
OB

を
中
心
と
し
た
、

健
康
増
進
・
地
域

貢
献
等
を
目
的
と

し
た
会
。

合
同
防
災
訓
練
に
先
立
っ
て
「
や
よ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
」
と
運

営
委
員
会
と
の
共
催
で
、
防
災
講
演

会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
は
標
題
の
通
り
で
す
が
、
過

去
の
地
震
被
害
を
検
証
し
て
命
と
暮

ら
し
を
守
る
に
は
何
が
大
切
か
と
い

う
具
体
例
等
多
く

の
参
考
に
な
る
お

話
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
す
。
訓
練

同
様
多
く
の
方
の

参
加
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

◆
日
時
十
一
月
十

三
日
（
火
）
午
後

一
時
半
～
三
時

◆
弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
三
階

◆
講
師

伊
藤
英
司
氏
（
市
民
防
災

研
究
所
研
究
員
）

九
月
二
十
五
日
に
弥
生
区
民
活

動
セ
ン
タ
ー
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
完
成
し
、
ネ
ッ
ト
に
公
開

し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に

活
動
セ
ン
タ
ー
の
理
念
を
掲
げ
、

サ
ブ
ペ
ー
ジ
は
次
の
よ
う
な
内

容
で
す
。
「
組
織
と
活
動
内
容
」

「
弥
生
地
区
町
会
連
合
会
紹
介
」

「
地
区
の
行
事
紹
介
」
「
地
区

の
団
体
紹
介
」
「
学
校
紹
介
」

「
お
問
合
せ
」
「
ア
ク
セ
ス
」

「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
・
サ
イ
ト
ポ

リ
シ
ー
」
。
是
非
ご
覧
に
な
っ

て
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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や
よ
い

子や孫に残そう「海の森」

弥生地区町会連合会主催事業

弥
生
地
区
町
会
連
合
会
の
七
町
会
で
は
避
難
所
が
三
カ
所

に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
（
桃
園
小
学
校
・
向
台
小
学
校
・
第

二
中
学
校
）
、
十
一
月
に
向
台
小
の
校
庭
で
七
町
会
合
同
で

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。
首
都
圏
直
下
型
地
震
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
昨
今
、
是
非
多
く
の
方

が
訓
練
に
参
加
し
て
万
一
に
備
え
て

下
さ
い
。

日
時
は
十
一
月
二
十
四
日

（
土
）
九
時
半
か
ら
開
始

の
予
定
で
す
が
、
訓
練
の

予
定
さ
れ
て
い
る
内
容
は

次
の
通
り
で
す
。

①
、
初
期
消
火
訓
練
→
消

化
器
の
取
扱
を
学
び
ま
す
。

②
、
救
出
救
助
訓
練
→
建
物
等
の

下
敷
き
に
な
っ
た
人
を
救
助
・
搬

送
す
る
訓
練
で
す
。

③
、
応
急
救
護
訓
練
→
包
帯
や
三

角
巾
の
結
び
方
を
学
び
ま
す
。

④
、
起
震
車
体
験
→
震
度
七
を
実

際
に
体
験
で
き
ま
す
。

⑤
、
避
難
所
見
学
→
避
難
所
や
仮

設
ト
イ
レ
の
実
物
を
確
認
し
ま
す
。

⑥
、
備
蓄
倉
庫
見
学
→
学
校
に
備
蓄
し
て
い
る

水
や
食
料
等
を
確
認
し
ま
す
。

現
在
細
目
を
検
討
中
で
す
が
、
⑤
と
⑥
は
ど
ち

ら
か
一
つ
に
絞
ら
れ
る
等
一
部
変
わ
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に
、
日
赤
奉
仕
団
弥
生

分
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る
炊
き
だ
し
訓
練
も
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

尚
、
雨
天
の
場
合
も
体
育
館
を
使
っ
て
訓
練
を

海
の
森
公
園
予
定
地

で
植
樹
体
験

七
町
会
合
同
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す

十
一
月
二
十
四
日
（土
）
向
台
小

校
庭

初期消火訓練

応急救護訓練

炊
き
だ
し
訓
練

首
都
圏
直
下
型
地
震
！

命
と
暮
ら
し
を
守
る
に
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

http://www.nakano-yayoi.gr.jp

向台小水遣

桃
園

小
水
遣

み
ん
な
で
歌
お
う

東
京
都
地
域
の
底
力

事
業
助
成
に
認
定



恒
例
の
「
や
よ
い
地
区
ま
つ

り
」
が
十
月
二
十
日
（
土
）
二

十
一
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
二
十
日
は
弥
生
区
民
活

動
セ
ン
タ
ー
の
集
会
室
で
「
邦

楽
演
奏
会
」
と
「
作
品
展
」
が

開
催
さ
れ
来
場
者
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
翌
二
十
一
日
に
は
向

台
小
学
校
の
校
庭
で
、
人
気
の

「
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
大
会
」
、

地
区
委
員
会
主
催
の
「
こ
ど
も
の
広

場
」
、
や
ボ
コ
主
催
の
「
福
祉
バ
ザ
ー
」
、

各
団
体
主
催
の
「
模
擬
店
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
体

育
館
で
開
催
さ
れ

た
演
芸
大
会
で
は

桃
園
小
・
や
よ
い

こ
ど
も
園
の
参
加

も
あ
り
、
盛
り
上

が
っ
て
い
ま
し
た
。

向
台
小
ソ
ー
ラ
ン

と
鼓
笛
隊
、
十
中

の
和
太
鼓
も
元
気

に
演
技
を
披
露
し
、

地
域
住
民
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

中
野
区
で
は
公
園
内
の
器
具
な
ど

を
使
っ
て
、
簡
単
な
体
操
や
体
力
づ

く
り
の
為
の
運
動
な
ど
を
行
う
「
健

康
づ
く
り
公
園
事
業
」
を
実
施
し
ま

す
。
十
一
月
は
次
の
日
程
と
場
所
で

行
い
ま
す
の
で
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

◆
日
時

十
一
月
二
日
～
三
十
日
ま

で
の
毎
週
金
曜
日
（
二
十
三
日
除
）

午
後
一
時
半
～
二
時
半
（
雨
天
中
止
）

◆
場
所

仮
称

本
町
五
丁
目
公
園

◆
参
加
費

無
料

◆
定
員
・
申
込
み

直
接
会
場
に
お

こ
し
下
さ
い
（
先
着
三
十
名
程
度
）

住
所

本
町
一
ー
二
十
三
ー
八

☎

三
三
七
三
ー
二
九
五
八

◆
パ
ソ
コ
ン
教
室
「
年
賀
状
を
作
ろ

う
」
十
一
月
一
日
．
十
二
月
六
日

午
後
三
時
十
五
分
～
四
時
半
。
二
回

シ
リ
ー
ズ
で
費
用
千
円
（
先
着
十
名
）

◆
楽
し
い
園
芸
「
球
根
の
植
え
方
」

十
一
月
五
日
午
前
十
一
時
～
十
二
時

「
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
と
シ
ク
ラ
メ
ン
」

十
二
月
三
日
午
前
十
一
時
～
十
二
時

◆
サ
ー
ク
ル
交
流
会

十
二
月
二
十
日
午
後
一
時
半
～
三
時

半
。
当
会
館
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル

の
発
表
と
懇
親
を
深
め
る
会
。
合
唱
・

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
盆
踊
り
・
リ
ズ
ム
音

楽
他
参
加
予
定
。
是
非
見
に
！
聴
き

に
！
来
て
下
さ
い
。

住
所

弥
生
町
三
ー
三
三
ー
八

☎

三
三
七
〇
ー
九
八
四
一

～
初
め
て
の
利
用
者
は
身
分
証
明
書
・

緊
急
連
絡
先
を
携
帯
し
て
下
さ
い
～

☆

ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

☆

◆
園
児
交
流
会

「
日
時
」
十
一
月
十
九
日
（
月
）

午
前
十
時
十
五
分
～
十
一
時

「
場
所
」
や
よ
い
の
園
二
階
大
広
間
、

「
対
象
」
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ

「
申
込
」
当
日
直
接
お
越
し
下
さ
い

＊
可
愛
く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
園
児
の

み
な
さ
ん
と
の
交
流
会
で
す
。
歌
の

披
露
や
簡
単
な
ゲ
ー
ム
を
し
て
楽
し

み
ま
す
。

住
所

弥
生
町
一
ー
一
四
ー
六

☎

三
三
七
二
ー
〇
八
四
一

◆
ビ
ッ
ク
ら
タ
イ
ム
→
大
学
生
の
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う

十
一
月
十
日
（
土
）
・
十
二
月
八
日

（
土
）
午
後
二
時
～
四
時

◆
乳
幼
児
事
業
「
げ
ん
き
っ
こ
ク
ラ

ブ
」
毎
週
水
曜
日
・
金
曜
日
の
午
前

十
一
時
～
十
一
時
半
。
秋
期
は
十
二

月
二
一
日
で
終
了
し
一
月
九
日
（
水
）

か
ら
再
開
し
ま
す
。

＊
そ
の
他
児
童
館
の
行
事
予
定
等
詳

し
く
は
児
童
館
の
お
た
よ
り
「
や
よ

い
タ
イ
ム
ス
」
を
ご
覧
下
さ
い

住
所

本
町
二
ー
三
二
ー
一
四

☎

三
三
七
三
ー
〇
三
八
〇

◆
は
ん
ど
め
い
ど
ク
ッ
キ
ン
グ
「
ア

ウ
ト
ド
ア
で
棒
パ
ン
を
作
ろ
う
」

十
一
月
十
四
日
（
水
）
午
後
二
時
～

四
時

小
学
二
年
以
上
三
十
名
（
一

年
生
は
お
芋
持
参
で
焼
け
ま
す
）
参

加
費
百
円
、
申
込
十
一
月
一
日
三
時
半

◆
は
ん
ど
め
い
ど
工
作
（
や
よ
い
YY

ネ
ッ
ト
主
催
）
十
二
月
五
日
（
木
）

午
後
の
予
定
、
詳
細
は
後
日
。

◆
卓
球
や
ろ
う
会
（
地
元
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
教
え
て
く
れ
ま
す
）

十
一
月
十
日
（
土
）
・
十
二
月
一
日

（
土
）
午
後
二
時
半
～
五
時

＊
そ
の
他
詳
細
は
毎
月
発
行
の
「
児

童
館
だ
よ
り
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

今
年
は
猛
暑
日
の
連
続
で
し
た
が
、

近
日
は
朝
夕
肌
に
寒
さ
を
感
じ
、
山
々

の
紅
葉
も
目
に
し
み
る
鮮
や
か
さ
で

心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

十
一
月
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
、
外
出

の
機
会
も
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
番
恐
ろ
し
い
の
は
「
地
震
と
火
事
」

楽
し
さ
も
吹
っ
飛
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

十
一
月
は
首
都
圏
直
下
型
地
震
の
対

策
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
と
七
町

会
合
同
で
防
災
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

命
と
、
暮
ら
し
と
、
地
域
を
守
る
た

め
に
、
大
勢
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す

（

S

）
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◆集会室予約は、毎月第三月曜日（休日の場合はその翌日）に翌々月分抽選会で決定します◆

本
一
高
齢
者
会
館

朝
日
ヶ
丘
児
童
館

や

よ

い

の

園

中
野
区
立
第
二
中
学
校
校
長

池
田

浩
二

さ
ん

四
月
か
ら
第
二
中
学
に
赴
任
さ
れ
た
校
長
先
生
に
お
話
し
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。
『
中
野
区
に
は
赴
任
し
て
十
一
年
で
四
校

目
と
な
り
ま
す
。
弥
生
地
区
は
中
野
富
士
見
中
学
に
も
在
籍
し

た
の
で
古
巣
に
戻
っ
た
気
持
ち
で
、
懐
か
し
く
嬉
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
二
中
は
、
地
域
の
方
々
が
学
校
を
盛
り
上
げ
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
る
地
域
と
感
じ
て
い
ま
す
。
掛
け
声
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
恒
例
で
毎
日
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
う
る
さ
い
と
苦
情
を
言
う
の
で
は
無
く
、
「
中
学
生
の
声

で
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
の
言
葉
が
、
こ
の
地
域
の
子
供
を
大
切
に
す
る

心
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
全
て
の
生
徒
に
学
校
行
事
や
部

活
動
な
ど
活
躍
す
る
場
所
を
提
供
す
る
こ
と
が
学
校
の
使
命
な
の
で
、
教
職
員
を

指
導
し
実
践
し
て
い
ま
す
。
』
と
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。
「
責
任
あ
る
発
言
、

責
任
あ
る
行
動
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
、
誠
実
で
穏
や
か
な
、
包

容
力
の
あ
る
校
長
先
生
と
の
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

（

F

）

弥

生

児

童

館

編

集

後

記

やよいトピックス人
ひ
と

◆

や
よ
い
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ

◆

椅
子
に
座
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

操
し
ま
す
。
あ
と
は
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
。

毎
月
第
二
木
曜
日
午
後
一
時
半
～
三
時

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
三
階

健
康
体
力
づ
く
り
は
じ
め
ま
せ
ん
か

に
ぎ
わ
っ
た
や
よ
い
地
区
ま
つ
り

邦楽演奏会

作品展

子
供
の
広
場

演芸大会

向台小鼓笛隊 福祉バザー


